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令和２年度 第１回山梨地方最低賃金審議会 議事録 

 

１  日  時：令和２年７月２日（木）午後２時００分～午後３時２９分 

２  場  所：ＫＫＲ甲府ニュー芙蓉 

３  出席者：公 益 代 表  石垣委員、岡松委員、反田委員、鷹野委員 

労働者代表  大森委員、白倉委員、杉原委員、田草川委員 

使用者代表  一之瀬委員、川島委員、長谷川委員、前嶋委員 

事  務  局  藤本労働局長、田村労働基準部長、 

太田良賃金室長、小林賃金指導官 

４  議  事 

（１）山梨県最低賃金の改正決定諮問について 

（２）山梨県最低賃金専門部会の設置について 

（３）審議会の公開・非公開について 

（４）労使からの意見聴取について 

（５）今後の審議日程について 

（６）最低賃金審議会に係る基本的事項について 

（７）特定最低賃金検討委員会の委員の選出について 

（８）その他 

 

５  審議会内容 

 

（賃金指導官） 

ただいまから、令和２年度第１回山梨地方最低賃金審議会を開催いたします。 

本日は、労働者側の佐々木委員、使用者側の坂本委員、公益側の伊藤委員から欠席

の御連絡をいただいておりますが、全委員の３分の２以上で、かつ、各側３分の１以

上の委員の御出席をいただいておりますので、最低賃金審議会令第５条第２項の規定

によりまして、審議会を開催し、決議することができますことを御報告いたします。 

また、当審議会は一般に公開をしており、事前に公示を行ったところ、傍聴希望者

はありませんでしたので、併せて御報告いたします。 

まず、山梨労働局長の藤本から委員の皆様にごあいさつを申し上げます。 

 

（労働局長） 

皆様こんにちは。山梨労働局の藤本でございます。 

本日は、令和２年度第１回山梨地方最低賃金審議会に、大変お忙しい中、御足労 

いただきまして誠にありがとうございます。 

開会に当たりまして、一言御挨拶申し上げます。 

本年度、皆様方におかれましては、第５２期の委員として２年目の任期をお願いし
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ているところでございます。 

委員１５名の皆様のうち４名の方におかれましては、任期の途中からとはなります

が、本年度、新たに委員に御就任いただきました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、時節柄、新たに委員に御就任されました皆様の辞令は、机上配布とさせてい

ただいております。御了承いただければと存じます。 

さて、本日の審議会でございますが、山梨県最低賃金の改正の諮問をさせていただ

いた上で、関連する手続きや、今後の審議日程等を御審議いただくように考えてござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、県内の経済や雇用の情勢は、大変

厳しい状況にありますが、当審議会におきましては、県内の経済の動向、雇用の状

況、あるいは生活保護と最低賃金の比較等々を御考慮いただきますと同時に、今月下

旬の開催が予定されている、中央最低賃金審議会において示されます目安額等も踏ま

えていただいて、山梨県の最低賃金につきまして御審議いただければ幸いと存じま

す。 

私ども、事務局としましても、皆様方の御審議が円滑に進められますように、運営

に万全を期する所存でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上、甚だ簡単ではありますけれども、第１回審議会の開催に当たっての御挨拶と

させていただきます。 

皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（賃金指導官） 

続きまして、賃金室長から各委員の御紹介をいたします。 

 

（賃金室長） 

  お手元に配布しております資料の中に、「山梨地方最低賃金審議会委員名簿」があ

りますのでご覧ください。 

昨年度の第１回の本審におきまして、本審議会の会長に反田委員が、会長代理に鷹

野委員が選任されており、任期の２年目となる本年度も引き続き、会長と会長代理を

お願いすることとなりますので、本年度、新たに委員に御就任された皆様方には御承

知いただきたいと思います。 

それでは、労働者側、使用者側、公益の順番で、名簿記載の順番に従いまして、御

紹介したいと思います。 

労働者側の大森委員です。 

佐々木委員は、本日、欠席となっています。 

続きまして、白倉委員です。 

続きまして、杉原委員です。 
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続きまして、田草川委員です。 

次に使用者側の委員を御紹介します。 

一之瀬委員です。 

続きまして川島委員です。 

坂本委員は、本日、欠席となっています。 

続きまして、長谷川委員です。 

続きまして、前嶋委員です。 

次に公益委員を御紹介します。 

石垣委員です。 

伊藤委員は、本日、欠席となっています。 

続きまして、岡松委員です。 

続きまして、反田会長です。 

最後に鷹野会長代理です。    

続きまして、事務局につきましても紹介させていただきます。 

労働局長の藤本です。 

労働基準部長の田村です。 

進行をさせていただいております、賃金指導官の小林です。 

最後に、私、賃金室長の太田良と申します。よろしくお願いします。 

 

（賃金指導官） 

  それでは、議事進行は審議会運営規程第５条により、会長が議長を務めることと

されておりますので、反田会長からごあいさつをいただいた後、以後の議事進行を

お願いしたいと思います。 

 

（反田会長） 

皆様、改めましてこんにちは。 

昨年に続きまして、会長を務めさせていただきますのでよろしくお願いいたしま

す。 

本年度の第一回目の地方最低賃金審議会ですが、新たに４名の委員を迎えまして審

議を進めさせていただきます。 

昨年に続きまして、会長を務めさせていただきますのでよろしくお願いいたしま

す。 

今年は、先ほどの御挨拶にもありましたが、新型コロナウイルスの感染拡大という

ことで、４月、５月、６月と本当に大変な時期を過ごしまして７月を迎えておりま

す。 

例年どおり、開催できるかどうか心配したところでございますが、無事に開催でき

まして、充実した審議ができることを期待しております。 
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リモート会議とか、オンラインの会議とかありますけれども、やはり、最終的には

それぞれの顔を合わせて審議をしていくことも非常に重要なことであろうと思ってお

ります。 

特に今年は、コロナウイルスの関係で重大な局面を迎えておりまして、難しい判断

を迫られておりますので、双方から忌憚のない御意見をいただいて進めていきたいと

思います。 

また、それぞれ御多忙の中での審議でございますので、効率的かつ円滑な議事の進

行に御協力をお願いしたいと思います。 

それでは、早速議事に入っていきたいと思います。 

座って進めさせていただきます。 

本年度の最低賃金審議会の運営につきましては、お手元に配布されております「山

梨地方最低賃金審議会関係規定・法令集」の中の１ページ目と２ページ目にあります

「令和２年度  最低賃金改正等の推進について」を基本に審議を進めたいと思います

のでよろしくお願いします。 

なお、当該規定につきましては、本年３月に開催予定であった令和元年度第６回の

本審において、その内容を確認する予定でありましたが、新型コロナウイルスの感染

拡大の影響で、本審の開催が中止となりました。 

そこで、事務局から各委員にメールにより原案をお送りして内容を確認いただき、

また、承認いただいたものであります。 

それでは、早速議事に入ります。 

 

【 議事（１）山梨県最低賃金の改正決定諮問について  】 

（反田会長） 

議事（１）の山梨県最低賃金の改正決定の諮問についてでありますが、まずは、労

働局長から諮問をお受けすることといたします。  

 

（労働局長、反田会長の前に進み出て諮問文を手交） 

 

（労働局長） 

よろしくお願いします。 

 

（反田会長） 

それでは、諮問文の写しを各委員にお配りいただいて、事務局から諮問文の朗読 

をお願いします。 

 

（賃金室長） 

それでは、朗読させていただきます。 
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山梨労発基０７０２第１号 令和２年７月２日 

山梨地方最低賃金審議会会長反田一富殿 山梨労働局長藤本達夫 

最低賃金の改正決定について（諮問） 

最低賃金法（昭和３４年法律第１３７号）第１２条の規定に基づき、山梨県最低賃

金（昭和５５年山梨労働基準局最低賃金公示第１号）の改正決定について、貴会の調

査審議をお願いする。 

以上です。 

 

（反田会長） 

それでは、諮問に当たりまして、労働局長からごあいさつをいただきたいと思いま

す。 

 

（労働局長） 

  ただいま、令和２年度の山梨県最低賃金の改正につきまして、諮問をさせていた

だきました。 

新型コロナウイルス感染症による影響で大変厳しい状況にあります。 

政府において、「『より早期に全国加重平均１０００円を目指す』との方針を堅持

する」とした上で、「新型コロナウイルス感染症による雇用・経済への影響は厳しい

状況にあることから、今は官民を挙げて雇用を守ることが最優先課題である」という

考え方が示されており、さらに、総理から厚生労働大臣に対しまして、最低賃金につ

いて、「中小企業・小規模事業場が置かれている厳しい状況を考慮し、検討を進める

よう」との指示がなされたところでございます。 

県内の経済状況につきましては、本年６月の日本銀行甲府支店の山梨県金融経済概

観によりますと、「県内景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、一段と悪

化した状態が続いている。」とされ、また、本年６月の山梨中央銀行の調査月報によ

りますと、「県内景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、悪化している。

生産面においては、機械工業で弱い動きが広がっている。また、需要面においても、

設備投資で慎重姿勢が窺われるほか、個人消費も低調に推移している。」といった判

断がなされているところです。 

県内の雇用情勢等につきましては、私共の所管でございまして、先月３０日にプレ

スリリースさせていただきましたが、５月の有効求人倍率は１.０２倍となり、前月

に比べて０．０９ポイント低下と、５か月連続低下してございます。 

さらに、正社員の有効求人倍率につきましても、０.６５倍となり、前年同月比で

０.２１ポイントの低下となり、大きな懸念をしているところでございます。 

ところが、一方、新規の求人倍率は１．７３倍となり、前月に比べて０．３７ポイ

ント上昇をみており、つまり、これは一部の改善の兆しと言えなくもない状況もある

ということでございます。 
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しかしながら、全体として考えますと、雇用の状況は厳しさを増していると分析さ

せていただき、発表させていただいたところです。 

このように経済・雇用の情勢が大変厳しい中で、最低賃金制度の趣旨や役割も踏ま

えて、最低賃金をどのようにしていくのか、大変難しい御判断をしていただくことと

なりますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

私ども事務局としましても、円滑な審議が行われますよう、最大限の支援をさせて

いただく所存でございますので、重ねてよろしくお願い申し上げます。 

 

（反田会長） 

ありがとうございました。 

続きまして、事務局から諮問の背景などにつきまして御説明をいただきたいと思い

ます。 

 

（賃金室長） 

それでは説明させていただきます。 

失礼ながら、着座にて説明させていただきます。 

  お手元に配布しております山梨地方最低賃金審議会審議資料を主に使用して説明

させていただきます。 

  後で、統計資料や各種調査結果についても触れさせていただきますが、時間の関係

もあり、特徴的な部分のみをピックアップさせていただきますので、その点、御了

解いただきますとともに、各種資料の詳細につきましては、後で御確認いただきま

すようにお願いいたします。 

それでは、まず、資料の１ページを御覧ください。 

  これは、山梨県の地域別最低賃金と特定最低賃金の推移を示した表となっておりま

す。山梨県最低賃金の欄を御覧いただきますと、平成２８年以降、毎年２０数円の

引上げが続いていることがわかります。 

  ２ページの資料につきましては、後ほど、触れさせていただきます。 

  続きまして、３ページの資料を御覧ください。これは、昨年度の審議会の開催状況

を一覧にした表です。 

  昨年度は、地域別最低賃金に関しましては、８月５日に専門部会において多数決に

よる採決で結審となり、その後、本審において、多数決により採決をいただき、御

答申をいただきました。 

また、特定最低賃金につきましては、電気関係は、１０月２３日に部会におきまし

て結審しましたが、多数決でありましたので、１１月１４日に本審において採決いた

だき、御答申をいただきました。 

自動車関係につきましては、１０月１１日に全会一致で部会の採決をいただき、御

答申をいただきました。 
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次に４ページを御覧ください。 

これは昨年度の全国の、地域別最低賃金の改定状況を一覧にした表でございます。

山梨につきましては色付けしております。昨年度は、目安額どおりの２７円の引上げ

となり、１０月１日に発効しております。 

次に５ページを御覧ください。 

これは県内における、過去６年の最低賃金の履行確保を重点とした監督指導結果を

記載した表です。６ページ、７ページには全国の状況を記載した表があります。 

県内には、労働局の出先機関として、甲府、都留、鰍沢の３つの労働基準監督署が

ありまして、これらの監督署に配置されております労働基準監督官が日ごろ、管内の

事業場に対して、監督指導を実施しております。 

監督指導について、もう少し具体的に申し上げますと、労働基準監督官が事業場を

臨検し、職場内を見て回り、また、各種労務管理の帳簿等を確認し、安全衛生管理及

び労務管理に問題が認められた場合には、文書を交付することにより是正勧告等を行

い、改善を求めるものです。監督署に来署いただき、ポイントを絞って、監督指導を

実施する場合もございます。 

資料の５ページは、このような監督指導のうち、最低賃金が守られているかどうか

について、重点的に監督指導を行った結果を記載しております。 

昨年度の違反率は１４．２％となっており、次のページに記載されております全国

の違反率１３．３％より若干高めの数値となっています。 

最低賃金に係る法違反が認められた事業場の最低賃金に係る認識の状況につきまし

ては、５ページの真ん中の表に記載されております。 

ほとんどの事業場は、最低賃金が適用されることを知っているものの、一部には知

らなかった事業場も依然認められております。 

次に資料の８ページからを御覧ください。 

ここからは、経済関係の資料が続きます。 

８ページからは、甲府財務事務所が４月２７日に発表した最近の山梨県の経済情勢

です。総論につきましては、９ページに記載があります。 

総括判断は、「県内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、経済活動が

抑制され、弱含んでいる」とされております。 

個人消費、生産活動、雇用情勢等の各項目の判断につきましては、前回の判断と同

じか、引き下げとなっています。 

１０ページからの各論につきましては、説明を省略させていただきます。 

次に資料の１６ページを御覧ください。 

これは、同じく甲府財務事務所が発表しました令和２年４月から６月の法人企業景

気予測調査の結果であります。 

１９ページを御覧ください。調査結果の概況が記載されております。 

企業の景況、設備投資、雇用等につきましては、厳しい判断となっていますが、そ
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の一方、令和２年度の売上高と経常利益は、増収・増益の見込みとされています。 

２０ページを御覧ください。企業の景況が記載されていますが、前期と比べて景況

判断が「上昇」と答えた法人の割合から「下降」と答えた法人の割合を引いたＢＳＩ

の値は、現状判断では、「下降」超幅が拡大しておりますが、本年の１０月から１２

月期には、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「上昇」超に転じる見通しとなって

います。 

次に２３ページを御覧ください。２年度の企業収益について記載があります。 

売上高、経常利益ともに全規模・全産業で見ますと増収・増益の見込みとなってい

ますが、規模別に見ますと、大企業及び中堅企業は増収・増益の見込みの一方、中小

企業は減収・減益の見込みとなっています。 

２４ページを御覧ください。雇用について記載されておりますが、現状判断は、全

規模・全産業ベースでは「過剰気味」超に転じており、先行きについては、１２月末

に大企業、中堅企業は均衡となる見通しの一方、中小企業は「過剰気味」で推移する

見通しとなっています。 

その他の説明は省略させていただきます。 

次に３０ページからを御覧ください。 

これは日本銀行が発表しております「さくらレポート」になります。 

７月分につきましては、まだ発表されておりませんので、多少古いですが、４月９

日付で発表されたものを載せております。 

この報告は、全国を九つの地域に分けて、景気の情勢がまとめられているものとな

ります。 

山梨県につきましては、関東甲信越の地域区分に含められております。 

３２ページを御覧ください。各地域別の概況が記載されております。 

山梨県が含まれる関東甲信越地域における４月の判断は、「新型コロナウイルス感

染症の拡大などの影響により、このところ弱い動きとなっている」とされています。 

次に３７ページからを御覧ください。地域別の金融経済概況が記載されております

が、関東甲信越地域以外のものは割愛させていただいております。 

３８ページから、金融経済の概況の全体感と各論が記載されておりますので、後で

目を通していただきたいと思います。 

次に４２ページを御覧ください。 

これは、４月１日に日本銀行甲府支店が発表しました、山梨県における企業短期経

済観測調査、いわゆる「企業短観」の調査結果となります。 

昨日の７月１日に最新のものが発表されており、当該資料につきましては、追加配

布資料という形でお配りしておりますので、追加配布資料の１ページからを御覧くだ

さい。 

県内の業況判断が「良い」と回答した企業の割合から、「悪い」と判断した企業の

割合を引いた業況判断ＤＩは、マイナス４３と前回調査から３７ポイントの悪化とな
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っています。 

次のページには、県内及び全国の、製造業、非製造業別の、最近及び先行きの数値

が記載されております。 

全国の数値と比較しますと、山梨県は、最近の製造業以外の数値は、全国よりもマ

イナスの値が大きくとなっております。 

また、前回、３月調査時からの数値の落ち込み幅も総じて、全国の数値よりも大き

くなっています。 

次のページからは、売上高、経常利益、設備投資、雇用等項目別のデータが記載さ

れておりますので、後で目を通していただきたいと思います。 

審議資料に戻っていただき、５３ページを御覧ください。 

これは、山梨県が５月２９日に発表しました山梨県の賃金・労働時間及び雇用の動

きで、令和２年３月分の速報となります。いわゆる毎勤統計と言われるものの、山梨

県のデータとなります。 

５５ページに結果の概要が記載されております。 

現金給与総額は０．６％の増加、所定外労働時間は１９．２％の減少、常用労働者

は２．３％の減少となっております。 

次に７０ページを御覧ください。 

山梨県の新規学卒者の初任給額を取りまとめた資料となります。 

３つの表のデータの出所は、それぞれ異なりますが、いずれの表も最新のデータが

令和元年のものとなっており、学歴別の初任給額を経年的に比較することができま

す。 

７１ページのそれぞれの表は、令和元年の初任給額を業種別や規模別に、学歴に応

じて記載したものとなっております。 

次に７２ページのグラフを御覧ください。 

これは、新規学卒者の学歴別・男女別の初任給額の推移を表したグラフとなりま

す。 

昨年の初任給額は概ね上昇しておりますが、大卒及び大学院修士課程修了女子の初

任給が下がっている点が目立っております。 

次に７３ページを御覧ください。 

これは、山梨県が６月５日に発表した、甲府市の４月分の消費者物価指数です。 

各指数は、２０１５年を１００として対比した数値となっております。 

７７ページを御覧ください。４月分の概況が記載されております。 

総合指数は、１０１．９で、前月と同水準となりました。前年同月との比較では

０．４％の下落となり、６か月ぶりのマイナスとなっています。 

７８ページ以降には、各費目別の状況や県庁所在市別の数値が記載されております

ので、後で目を通していただきたいと思います。 

最後になりますが、追加配布資料の１２ページの「山梨県の労働市場の動き」を御
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覧ください。 

これは、２日前の６月３０日プレスリリースしたものとなります。 

先ほどの労働局長のあいさつの中でも触れておりましたが、５月の有効求人倍率

は、１.０２倍となり、前月に比べて０．０９ポイント低下しました。１２ページの

下の右側のグラフを御覧いただきますとわかりますが、有効求人倍率は５か月連続の

低下となりました。 

資料の１４ページを御覧ください。 

正社員の職業紹介状況が記載されております。正社員の５月の有効求人倍率は、こ

の表の青く色づけされた、下から２段目の部分となりますが、０．６５となってお

り、その上の段となる前月より、０．０４ポイント低下し、また、前年同月と比較し

ますと、０．２１ポイントの低下となりました。 

次に、前の１３ページを御覧ください。 

パートを含む職業紹介の状況が記載されております。この表の４の新規求人数を御

覧いただきますと、５月は４４１３人となっており、前年同月と比べますと、６７４

５人から２３３２人の大幅な減少となっていますが、前月の４月と比較しますと、季

節調整値では、３７２５人から４７４７人へと、１０２２人増えており、改善の兆し

も見えています。 

新規の求人の関係で申し上げますと、この表の８に新規の求人倍率がありますが、

これも前年の同月と比較すれば、低下しておりますが、前月と比較すると、改善して

いる状況にあります。 

説明が長くなりましたが、私からは以上です。  

 

（反田会長） 

ありがとうございました。 

ただいまの事務局の説明につきまして御意見、御質問はございますか。 

 

（各側委員） 

  （意見等なし。） 

 

（反田会長） 

よろしいでしょうか。 

ないようでしたら、ただいまの諮問を受けまして、山梨県最低賃金の改正決定につ

いて、今後、当審議会において、調査、審議を進めていくことにしたいと思います。 

 

【 議事（２）山梨県最低賃金専門部会の設置について 】 

（反田会長） 

それでは次の議事（２）に移りたいと思います。 
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専門部会の設置についてですが、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

引き続きまして、私から御説明をさせていただきます。 

山梨県最低賃金の改正につきましては、調査、審議を行っていただくために、専門

部会を設置することが法令上必要とされております。 

机上に配付させていただいております、「最低賃金決定要覧」を御覧いただきたい

と思います。 

１４２ページ以下に関係法令が記載されております。 

この中の１４６ページを御覧いただきたいと思います。 

最低賃金法第２５条第２項において、「最低賃金審議会は、最低賃金の決定又はそ

の改正の決定について調査審議を求められたときは、専門部会を置かなければならな

い。」とされており、専門部会の設置義務が定められております。 

また、同じく同条の第３項において、専門部会は公労使各側同数の委員をもって組

織すると定められており、山梨では、「令和２年度最低賃金改正等の推進について」

に基づき、各々３名で構成することとされております。 

次に、１６１ページを御覧いただきたいと思います。 

最低賃金審議会令第６条第４項に、専門部会の任命手続が規定されており、労使の

専門部会委員につきましては、この第４項の規定により読み替えられた最低賃金審議

会令第３条の規定、この規定につきましては前の１６０ページにございますが、この

規定により、労働者側と使用者側の委員につきましては、関係労働組合と関係使用者

団体からそれぞれ推薦を受けまして、労働局長が任命するとこととされております。 

この御推薦をいただくため、本審議会の終了後、本日中に推薦に係る公示を行うこ

ととしております。 

また、公益の専門部会委員につきましては、本審の公益委員の中から３名を労働局

長が任命させていただくこととなります。 

任期についてですが、本審の委員につきましては、最低賃金法第２３条で、２年と

されており、また、途中で委員が交替された場合には、後任の委員の任期は、前任者

の残りの任期の期間と定められています。 

その一方、専門部会の委員につきましては、任期は特に定められておりません。 

専門部会の委員につきましては、１６１ページの最低賃金審議会令の第６条の第７項

に規定があり、「最低賃金専門部会は、その任務を終了したとき」に、「審議会の議

決により、これを廃止するものとする。」とされておりますので、調査審議が終了し

た時点で、「審議会の議決があれば」、専門部会も廃止されることとなります。 

したがいまして、山梨県最低賃金が決定等されますと、専門部会の調査審議は終了

しますので、その時点で廃止するとの審議会の議決を行っていただけば、専門部会委

員の任期が終了することとなります。ただ、この専門部会の廃止の決議につきまして
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は、専門部会の任務が終了する前に、「その任務が終了したら、廃止とする」という

議決をあらかじめ行うことも可能であると解されておりますので、今後の審議会の円

滑な進行の観点から、本日、当該議決をあらかじめいただきたいと考えておりますの

で、御審議をよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

（反田会長） 

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はございますか。   

 

（各側委員） 

  （意見等なし。） 

 

（反田会長） 

よろしいでしょうか。 

ないようでしたら、山梨県最低賃金につきましては、専門部会を設置して調査審議

を進めることといたします。 

その運営は、「山梨地方最低賃金審議会専門部会運営規程」、それから「令和２年

度最低賃金改正等の推進について」により進めていきたいと思います。 

また、専門部会は、山梨県最低賃金の金額が決定したところで廃止するということ

にしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

（各側委員） 

（異議等なし。） 

 

（反田会長） 

異議がないようですので、そのようにしたいと思います。 

 

【 議事（３）最低賃金審議会の公開・非公開について 】 

（反田会長） 

では、続きまして、議事の（３）、「審議会の公開、非公開について」であります

が、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

それでは説明いたします。 

本議題につきましては、お諮りしたいことが２点ございます。 

１点目は、審議会の公開、非公開の取り扱いについてです。 

お配りしております、関係規定・法令集の４ページを御覧ください。 
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山梨地方最低賃金審議会運営規程の第６条に、会議の公開について規定がありま

す。 

会議は、原則公開するということになっておりますが、公開することによりまし

て、一定の支障等が生じるおそれがある場合につきましては、会長の決定により非公

開とすることができることとなっております。 

今後、具体的な金額審議に入っていくわけでありますが、あらかじめ各会議の非公

開の要否を御検討いただいて、決定していただきたいと考えておりますので御審議を

よろしくお願いします。 

２点目は、「山梨地方最低賃金審議会議事公開事務要領」の一部改正についてで

す。 

お手元の審議資料の９１ページと９２ページを御覧ください。 

この事務要領は、本審議会を公開する際の具体的な手続きを定めたものです。 

今回、この規定の一部を改正させていただきたいと考え、お諮りさせていただきま

す。 

具体的に改正する箇所につきましては、赤字の見え消しで表記しております。 

審議会に係る傍聴の申込みにつきましては、従来は、要領上、往復はがきによる申

込みに限定されておりましたが、傍聴希望者の利便性や時間的余裕がない場合なども

考慮して、例えば、電話やファックスによる取り急ぎの申込みもお受けできるように

してよいのではないかと考えております。このため、本要領の「３ 傍聴の申込み

等」の①の「傍聴の申込み」について、「往復はがき」の後ろに「等」という文言を

追加し、また、②の「傍聴者への通知」について、従来の往復はがきのみを想定した

「返信」という文言ではなく、「通知」という文言に変更したいと考えております。 

次に、裏面の資料９２ページを御覧ください。 

この様式１につきましては、わかりやすく文言を修正し、また、傍聴の申込先であ

る私ども労働基準部賃金室について、電話番号とファックス番号を追加する変更を行

いたいと考えております。 

本公開事務要領の改正案につきましても、併せて御審議をよろしくお願いします。 

以上でございます。 

 

（反田会長） 

では、まず、審議会の公開、非公開についてですが、私といたしましては、金額に

かかる率直な御意見をいただくということを考えますと、金額審議を行う異議審と専

門部会につきましては、原則非公開にしたいと考えております。 

また、「山梨地方最低賃金審議会議事公開事務要領」につきましては、事務局の原

案どおり改正することで差し支えないものと思いますが、これら２点につきまして、

御意見・御質問等がありましたらお願いします。 
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（各側委員） 

（異議等なし。） 

 

（反田会長） 

よろしいでしょうか。 

それでは、金額審議が行われる異議審と専門部会については、原則非公開というこ

とにいたします。 

また、「山梨地方最低賃金審議会議事公開事務要領」につきましては、事務局の原

案どおりに改正することといたします。 

 

【 議事（４）労使からの意見聴取について 】 

（反田会長） 

それでは次に議事の（４）に移ります。 

労使からの意見聴取について、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

  お手元の審議会資料の９３ページからの色刷りのパワーポイントの資料を御覧くだ

さい。 

  ９３ページの資料にも記載しておりますが、例年、第２回の専門部会におきまして

は、「事業場視察」を実施しており、工場等を見学させていただいた後、そこの会

議室等の場所をお借りして、当該事業場の労働者、使用者双方から最低賃金に係る

意見聴取も併せて行っておりました。 

  しかしながら、本年度につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、

各企業が同ウイルスへの感染防止策の徹底を図っている現在の状況下におきまし

て、事業場を10数名で訪問して視察を行い、さらに会議室等をお借りして、労使双

方からお話を伺うことについて、理解を得ることはなかなか困難な状況です。 

また、新型コロナウイルスの感染防止対策を進めている厚生労働省の一員としまし

て、私どもが企業にそのようなお願いをすることも厳しい状況です。 

これらのことから、本年度につきましては、事業場視察の実施は見送りたいと考え

ております。 

次に資料の９４ページを御覧ください。 

最低賃金を決定する手続きにおきまして、事業場視察自体は必須とはなっておりま

せんが、関係労使からの意見聴取につきましては、９４ページの上段のシートに記載

しているとおり、最低賃金法等の法令により、必須となっております。 

最低賃金法施行規則では、労使から意見を聴く方法としまして、「意見を聴く」旨

と「意見書を提出すべき」旨を公示し、意見書の提出を求めることが規定されてお

り、この規定に基づき、毎年、公示を行っておりますが、意見書は提出されておりま
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せん。 

このため、意見書を提出した方ではない、「その他の関係労働者及び関係使用者」

として、事業場視察をお願いした会社の労使の方から、従来、意見を聴いておりまし

た。 

このような事業場視察の際に併せて実施する労使からの意見聴取の代替策としまし

て、本年度は、事務局が事業場を訪問し、アンケート調査を実施することにより、労

使からの意見聴取を行いたいと考えております。 

資料の９４ページの下段のシートから次の９５ページのシートに具体的な実施方法

を記載しております。 

例年、労使から意見を聴いている項目につきまして、事前にアンケート用紙を作成

し、これを持参して、対象事業場を訪問し、記載方法の説明等を行い、協力を要請い

たします。 

その後、改めて、事業場を訪問して、アンケート用紙を回収し、その際、必要に応

じて、追加のヒアリングを行い、その結果を取りまとめて、第１回の専門部会及び第

２回の本審において報告させていただきたいと考えております。 

対象とする事業場の数につきましては、従来は、事業場視察を行った事業場が労使

からの意見聴取の対象ともなっていたので、必然的に１社のみとなっていましたが、

本年度は、対象事業場を２社に増やし、具体的には、製造業１社、非製造業１社にし

たいと考えております。 

対象事業場を選定する際の基準につきましては、９５ページの上段のシートに記載

しております。 

また、意見聴取を行う対象者につきましては、９５ページの下段のシートに記載し

ておりますが、使用者側につきましては、会社の代表者かまたは総務関係、特に賃金

関係を総括しているような立場の役職者を対象とすることを考えております。 

一方、労働者側につきましては、会社の労務管理や労働関係法令に一定程度関心を

持っておられ、また、その会社の従業員の代表的な立場の方がよろしいかと思います

ので、時間外労働・休日労働に関する協定、いわゆる３６協定の労働者代表またはそ

の他労働基準法に規定されている労使協定の労働者代表を対象とすることを考えてお

ります。 

また、意見聴取する項目の概要につきましては、９６ページに記載しております。 

以上のような形式で、本年度は、労使からの意見聴取を実施することとしてよろし

いか、御審議をよろしくお願いします。 

 

（反田会長） 

ただいまの労使からの意見聴取についての事務局からの説明いただきましたが、こ

れにつきまして、何か御意見・御質問はございますか。 
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（鷹野会長代理） 

  昨年参加させていただいて、ちょっと感じた点なのですが、労使の代表にお出でい

ただいて話を聴くんですけれども、僕らというか、この委員会で、賃金決定という

のが会社でどうやっているのかよくわからないんですね。 

  みなさん、どこの会社でも割とそうなんでしょうけど、自分のところの給料という

のは、どこの会社でも同じような決定方式をしていると思っているみたいなんです

ね。 

けれど、実際には意外と違っていて、説明していただいてもわかりにくいというの

を昨年参加させていただいて感じた点なのですが。 

今年、これをしていただくのであれば、やはり、ここに書いてある、そもそもどう

いう風な賃金制度を持っていて、その中で最低賃金がどういう影響があるのかという

点はやはり事務局の方で、割と丁寧に整理していただければありがたいかなと。 

それがもし今年うまくいくようであれば、逆にあんな大仰に聴きに行くよりも、そ

ういったもので、もっと言えば、うちは外に出したくないというものがあれば、そこ

はオブラートに包んだみたいな整理の仕方もしやすいんじゃないかと思うので。 

あそこに行って、「やあ、うちの給料の決め方どうやっていたっけ。」みたいな話

になるとなかなか。 

労使双方からの話になると思うので、そういったところを中心にまとめていただけ

ればありがたいなと思います。お願いします。 

 

（賃金室） 

  私の方で調査にお伺いさせていただくこととしていますので、今御指摘いただいた

点も詳しくお聴きして御報告させていただきたいと思います。 

 

（反田会長） 

ただ今の鷹野委員の御提案も参考にしていただきたいと思いますが、事務局からた

だ今説明があり、御提案がありました方法ですが、これによって、本年度は、労使か

ら意見を聴取したいと思います。 

 

【議事（５）今後の審議日程について 】 

（反田会長） 

それでは、次に議事の（５）に移ります。 

今後の審議の日程について、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

引き続いて御説明させていただきます。 

令和２年度地域別最低賃金審議会日程表の案を１枚紙でお配りしておりますので御
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覧ください。 

これは、以前、皆様に日程調整をお願いした際に、今後の日程を確保いただくた

め、仮に確定したものとして事前にお示ししたものと「ほぼ同じ」ものとなっており

ます。 

「ほぼ」と申し上げましたのは、８月１９日に開催予定である特定最低賃金検討委

員会の開始時刻を変更させていただいているためですが、この点につきましては、後

でお話いたします。 

この日程表では、第２回の本審を予定している７月２９日の前日である７月２８日

の夜までに、中央最低賃金審議会の目安に係る答申が出されることを想定し、毎年目

途としている１０月１日の発効を一応目指した日程設定としています。 

今年は、７月２３、２４、２５、２６日が４連休となることもあり、現段階では、

例年よりも多少早く、７月２２日に中央最低賃金審議会において目安に係る答申がな

される予定となっております。ただ、これは、あくまで現段階における予定ですの

で、後ろにずれ込む可能性はあるかと思います。 

最低賃金の効力発効までの流れを説明いたしますと、本審で答申をいただいた後、

これを公示します。異議の申出期間が１５日間設定されておりますので、これを待ち

まして、その間に提出された異議について改めて、異議審において御審議いただき、

最終的に決定いただいたものについて官報公示を行います。 

なお、山梨におきましては、例年、異議の申出がなされておりますので、異議審を

開催する前提で日程を組む必要があります。 

異議審の後、官報公示を行い、３０日が経過しますと発効となります。 

いつ答申をいただくと、いつ官報に掲載できて、いつ発効となるかを記載した一覧

表が審議資料の２ページにありますので御覧ください。 

毎年目途としている１０月１日の発効を目指した場合には、この一覧表の左側の上

から５段目となりますが、異議審を８月２１日の午前までには終了し、その日の午後

に官報へ掲載するための手続きを厚生労働省本省に対して行う必要があります。 

皆様の日程調整を事前に行った結果、８月２１日の午前に異議審を設定することが

困難であったため、８月２０日の午後に異議審を開催することを今回想定し、それに

基づき逆算しますと、８月４日に答申をいただく必要があります。このような前提

で、今回お示ししました日程の案を組んでおります。 

今回、案としてお示しした日程では、一番上の７月２日が本日の本審であります。 

また、先ほど議決いただき、立ち上げることとなった専門部会の第１回目を７月１

６日に開催いたします。 

この日は、部会長等の選出、日程確認、それから先ほど承認いただき実施すること

となった労使からの意見聴取の結果の報告などを行うこととしております。 

７月２９日には、第２回の本審を開催し、その日までには既に示されているはずで

ある中央最低賃金審議会の目安の伝達を行います。 
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また、その時点で、特定最低賃金の改正の申出を関係労使からいただいていること

が前提となりますが、特定最低賃金の改正決定の必要性の有無に係る諮問も行わせて

いただきますので、審議会としましては、特定最低賃金検討委員会の設置及び同委員

会の委員の選出を行っていただくこととなります。 

７月２９日は、本審終了後に第２回の専門部会を開催する予定としています。 

一点御注意いただきたいのですが、例年は第２回目の専門部会では、事業場視察を

行っておりましたが、本年度はこれを行わないため、本年度の第２回の専門部会は、

例年の第３回目の専門部会に位置づけられることとなります。 

この第２回目の専門部会では、最低賃金の状況等について資料説明を行う予定とし

ております。 

また、この日に労使双方から審議に当たっての基本的見解をお示し示していただく

こととしております。 

次に、７月３１日からは具体的な金額審議を行うこととなります。 

さらに、８月３日も金額審議を行い、結審の予定としております。 

金額審議の予備日として、８月４日の午後１時３０分から午後２時３０分までを確

保しておりますが、この日は、午後３時３０分から第３回本審を開催いたしまして、

答申をいただきたいと考えております。 

一点注意点を申し上げます。 

金額審議のために、予備日を使用することとなった場合、例年ですと、金額審議を

行う専門部会は労働局で行い、その後の本審はここニュー芙蓉で行っておりました。 

このため、専門部会の委員の皆様には労働局からニュー芙蓉にわざわざ移動してい

ただいていたのですが、本年度につきましては、もし、金額審議のために、８月４日

の本審開催前に専門部会を開催することとなった場合でも、会場は、ここニュー芙蓉

とし、専門部会の委員の皆様に移動のお手間をかけていただく必要がないようにいた

しましたので、御承知おきいただきたいと思います。 

８月４日に答申をいただけた場合は、例年異議の申し出が出てきますので、先ほど

申し上げましたとおり、８月２０日に異議審として、第４回本審を開催することとし

ております。 

なお、先ほど申し上げた７月２９日の専門部会において行っていただく基本的見解

につきましては、労働者側、使用者側の委員の方におかれましては、御準備をお願い

したいと思います。 

基本的見解につきましては、７月２８日の午後３時頃までに、メール等により事務

局に御提出いただければ、事務局で写しを作成して、７月２９日の部会でお配りした

いと考えておりますのでどうぞよろしくお願いします。 

当初の予定より大幅に遅れて、７月２８日までに中央最低賃金審議会において、目

安の答申が出されていない場合には、その後の日程を組み直す必要がございますが、

このような必要が生じた場合には、委員の皆様に速やかにお知らせして再度日程調整
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を行わせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

日程の関係における最後の説明となりますが、８月１９日には、特定最低賃金検討

委員会を開催したいと考えております。 

特定最低賃金検討委員会につきましては、後で改めて触れさせていただきますが、

例年１０月から始まる特定最低賃金の改正に係る審議の前に、そもそも改正の必要が

あるか否かについて、議論いただく必要がございますので、この時期に設定させてい

ただいております。 

この議事の冒頭に申し上げましたが、この特定最低賃金検討委員会の開催日時につ

きまして、あらかじめお示ししていた日程と、日付は変更しておりませんが、開始時

刻を午前１０時から、午前９時に変更させていただきたいと考えております。 

開始時間が朝の早めの時間となり、検討委員会の委員に就任される方には、御迷惑

をおかけすることとなりますが、委員に御就任される見込みとなっている方の御都合

もありまして、変更させていただくことといたしましたので、御理解いただきますよ

うによろしくお願いします。 

日程につきましては以上でございます。 

 

（反田会長） 

ただいまの日程についての事務局からの説明につきまして、何か御意見・御質問は

ございますか。 

 

（鷹野会長代理） 

すいません、私ばかり要望を言って申し訳ないですが、専門部会の金額審議の進め

方について、労使の皆さんに御協力をお願いしたいと思っているのですが。 

先ほど、基本的見解を前日の３時までに事務局へ提出ということで話もあったとこ

ろですが、金額の提示をできれば前日までに事務局に出していただいて、金額審議に

入る時にとりあえず暫時休憩して、そこで各々のやつを公益が聴き取ってではなく

て、３回目に集まった時には、その場で「オープンザプライス」としていただくと、

少なくとも１回ずつの聴き取りの回数、もっと言うと労働側にもう１回聴き取りに行

く、説明に行くというところが若干省略できるかなと考えていまして。 

そうしていただければ、回数も１回減るかどうかはわかりませんけれども、昨年３

回目にずれ込んだところについては２回で収まるんじゃないかなと思ったんで。 

もし、よろしければ、御協議いただければと思います。 

 

（反田会長） 

  ただ今の鷹野委員の御提案につきましてはいかがでしょうか。 

  昨年のことですが、当初御提示いただく金額というのは、それぞれ労使ともにちょ

っと現実的ではないような、それぞれの希望の金額を御提示いただいて、それで一
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度両方からお聴きした金額を実際のところ、もう一度、双方にお伝えして、現実的

にはどうでしょうかねという話を始める前の金額提示が１回ございますので、その

部分を初めから、実際の考えている金額を御提示いただければ、その分双方からの

聴き取りなりの回数を有効にできるのかなというような風にも感じたところでござ

います。 

  そういうようなこともございますので、双方にちょっと御検討をいただきたいと考

えております。 

  前向きに検討いただければ、非常にありがたいことでございますが、金額の審議ま

で多少時間がございますので、その点よろしくお願いいたします。 

  それでは、今の点もありますけれども、鷹野委員の御意見につきまして、何か御質

問、御意見等ございますか。 

 

（大森委員） 

  昨年も同じような議論になった記憶があるのですが、基本的見解の段階そのもの

が、例えば、労働側が目指すべき水準は１，０００円ですと。 

  ですから、差額を一気に詰めるために百何十円の引上げ額、使用者側は今の経済状

況からすると０円という風な、その金額でしか出せないと思うんですよ。 

  その段階で、労働者側、使用者側のお互いの主張を言い合って、例えば、労働側で

すと、使用者側の言い分を聴いた後に、一旦戻って、今の経済状況や会社の経営状

況からすると、いきなり１，０００円は無理なんで、現実的にはこの金額からだよ

ねというのが次の回での金額の提示だと思うんですよね。 

  おそらく、今の状況でいきますと、金額を出せと言われても、主張そのものが元々

生活していくための水準が千何百円必要ですから、その差額が改正の要求額ですと

しかならないと思います。 

  それをやってもあまり現実的ではないと思うんですけど。 

  相手のいうことを聴く前に、いきなり現実的な数字を出せと言われても、なかなか

それはかみ合うのかなというのがちょっと心配なところではあります。 

 

（反田会長） 

  使用者側の方はいかがでしょうか。 

 

（一之瀬委員） 

  使用者側としましても、やっぱり、金額の話って、結構、委員間でかなり詰めなけ

ればならない部分があるんですよね。 

  おっしゃるとおり、審議を早くするために、そういうことをという御提案はわかる

んですけれど。 

我々とすれば、各委員が納得して、いろいろな提示ができるように、当初はやっぱ
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り、それぞれの主張というものをお話し差し上げて、あるいは労働側の意見もお聴き

する中で、各委員がどんな風な考えをもっているのかと、そういうすり合わせをした

い中では、金額提示と言うのは、今までどおりということではないですけれども、そ

れなりにちょっと時間を置いた方がいいと考えます。 

 

（鷹野会長代理） 

  会長がおっしゃるように、落ち着く数字をなるべく近いところを出していただけれ

ばというのももちろんあるんですけれども。 

  ただ、私が一つお願いしたいのは、先ほども言ったように、私どもが最初に聴き取

った数字を最初に全体でやった後、個別に聴きに行くんじゃなくて、金額審議の一

番最初のところで、要するに３回目の冒頭で、休憩の前にできれば出していただき

たい。 

  少なくとも、皆さん各側とも、金額を持って当然、そこにいらっしゃってるはずで

すから、金額が高いか低いかということは除いて、聴き取りに行くんじゃなくて、

その時点で提示をいただければ、聴き取りに行く回数一回は助かるのかなと。 

  それも結構、私ども、まず、労働側に伺って、おいくらですかと、そして、今度は

使用者側のところに行っておいくらですか、労働側はこんなこと言っていますがお

いくらですかと。 

  そして、それを公益で握っているわけにはいかないので、労働者側に行って、こう

言っていますよと、そこがまず、どの時点で三者が全部情報を共有するかの話は取

りあえず置いておくにしても、少なくとも会議の冒頭では、そこの段階は、三者の

共有の認識を一旦持てば、そうすれば、各々帰った後に、今、両委員がおっしゃっ

たような、それぞれの側でも、公益が打合せをしている間に金額の詰めができると

思うので。 

少なくとも金額審議で、一回目の金額の提示をいただくものをできれば、公益側に

事前にいただければ、そうすれば、変な話、部会長はこういう風な筋道で行こうかと

いう考えを持って、会議に臨めると思いますので。 

少なくともそこでいかがかと。 

もし、それが前日までに難しいんであれば、当日の会議の冒頭でも結構なんで、暫

時休憩になる前に、皆さんが集まったところで、いくらですとオープンザプライスし

ていただければ、話は少なくとも１時間以上は早くなると思うので。 

お忙しい中で、去年も、あと一回やるのかいという御意見がある中で３回目をやっ

たんですけれども。 

そこで最初に出していただいてあれば、逆に言うと３回目まで行かなくて、２回目

で収まるんじゃないかなという感触を去年持ったんで。 

そういった意味で、今日、ここで結論というんじゃないですけれども、皆さんが作

った数字を冒頭で開示いただければ効率化が図れると思うので、よろしく御検討をお
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願いしたいと思います。 

 

（反田会長） 

  金額の提示の関係は、まだ日がありますので、御検討をよろしくお願いします。 

  それでは日程に戻りますが、先ほど、事務局から説明がありましたように、中央最

低賃金審議会の動向などを見ながら、この日程に沿って進めて行くことにしたいと

思います。 

 

【 議事（６） 最低賃金審議会に係る基本的事項について 】 

（反田会長） 

それでは、次に議事の（６）に移ります。 

最低賃金審議会に係る基本的事項について、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

  続きまして、「最低賃金に係る基本的事項」と書かれている資料を御覧ください。 

この基本的事項は、最低賃金制度、最低賃金の決定方法、目安制度についてとりま

とめたものであります。 

１ページを御覧いただきたいと思います。 

最低賃金法につきましては、昭和３４年に公布、施行されまして、昭和４３年と平

成１９年に大きな改正がありました。 

２ページ目には、平成１９年の法改正について記載されております。 

平成１９年の法改正で、地域別最低賃金額以上の賃金を支払わなかった場合の罰金

額の上限が２万円から５０万円に大幅に引き上げられました。 

一方、特定最低賃金につきましては、特定最低賃金額以上の賃金を支払わなかった

場合、最低賃金法上の罰則は適用されなくなりましたが、労働基準法上の罰則が適用

され、３０万円以下の罰金が適用されることになりました。 

もう少し具体的に説明しますと、最低賃金法第４条において、最低賃金の効力が定

められておりまして、労働契約において最低賃金額未満の賃金を定める契約をしてい

ても、その部分は無効となり、最低賃金額で契約しているものとみなされることとな

ります。このことは、２ページの一番下の「最低賃金の効力」の項目のところに記載

されております。 

このため、特定最低賃金が適用される場合において、特定最低賃金未満の給料しか

支払わなかった場合、その労働者との間の契約で、特定最低賃金額以上の賃金を支払

う約束となっていれば、もちろん約束した賃金を支払わっていないことになります

し、特定最低賃金未満の賃金を支払う約束になっていたとしても、今申し上げた最低

賃金法の規定により、特定最低賃金額を支払う契約とみなされますので、やはり契約

した賃金を支払っていないことになります。 



 

- 23 - 

したがいまして、いずれの場合でも、労働基準法第２４条に規定される「賃金の全

額払」義務違反に該当することになります。 

続きまして３ページの「Ⅱ 最低賃金の改定の概要」を御覧ください。 

平成１９年の改正によりまして、地域別最低賃金につきましては、労働者の生計

費、労働者の賃金、通常の事業の賃金支払能力を勘案して決定することとされており

ます。 

労働者の生計費につきましては、３ページの一番下から次の４ページに記載されて

いますように、「労働者が健康で文化的な最低限度の生活を営むことができるよう、

生活保護に係る施策との整合性に配慮するものとする」とされております。 

次に５ページを御覧ください。目安制度について記載されております。 

昭和５３年度以降は、中央最低賃金審議会が毎年、４７都道府県を４つのランクに

分けて、最低賃金額の改定の目安を示すこととなっております。 

６ページの上に記載されておりますが、昭和５６年度以降は、中央最低賃金審議会

として全会一致の意見が取りまとめられず、目安に係る公益委員の見解が各地方審議

会に提示される形となっています。 

ＡからＤまでの４つのランクの中で、山梨県は、平成２９年度からＢランクに位置

づけられております。 

過去の山梨県の最低賃金の引上げ状況と目安額との関係につきましては、９ページ

に一覧表がございます。 

平成２７年度以降は、山梨県においては、目安額と同額の引上げ額となる状況が続

いております。 

次に７ページを御覧ください。 

これは山梨地方最低賃金審議会の構成図となります。 

この中で、まず、運営小委員会について、触れさせていただきます。 

運営小委員会は、各側２名の委員で構成されまして、本審及び専門部会の効率的な

運営を図るため、日程や審議事項の検討、調整などの全般にわたって協議していただ

く委員会になります。 

この運営小委員会の委員につきましては、昨年度の第１回の本審において、既に委

員の選出が済んでおりまして、お手元に配布しております運営小委員会名簿記載のと

おりとなっています。 

この運営小委員会は、例年３月に開催され、次年度の「最低賃金改正等の推進につ

いて」の審議等を行っていただいておりますが、本年の３月につきましては、新型コ

ロナウイルスの感染拡大の影響で、この運営小委員会は、同日に開催される予定であ

った第６回の本審とともに中止となりました。 

運営小委員会の委員長と委員長代理につきましては、運営小委員会運営規程により

「公益委員をもってあてる」こととされておりまして、第１回の運営小委員会の開催

時に選出いただくことになっておりましたが、本年３月の開催が中止となったことか
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ら、委員長と委員長代理は選出されておりません。 

このため、皆様のお手元に配布しております運営小委員会名簿には、委員長と委員

長代理を表す二重丸と丸の印が委員のお名前の横に付いていない状態となっているこ

とを御承知おきいただきたいと思います。 

本年度の運営小委員会につきましては、審議会の運営等について議論するために臨

時で開催する必要がなければ、例年どおり、来年の３月に開催される見込みとなって

います。 

次に８ページを御覧ください。 

これは、地域別最低賃金、特定最低賃金それぞれの決定の仕組みを表した図となれ

ます。 

下の特定最低賃金の方を御覧いただきたいのですが、特定最低賃金につきまして

は、地域別最低賃金よりも手続きが若干複雑となっております。 

具体的には、まず、関係労使からの改正決定に係る申し出をいただき、これを受け

て、労働局長が改正決定を行う必要があるか否か、審議会に諮問を行い、必要ありと

の答申がなされますと、改めて改正決定に係る諮問を行うという流れになっていま

す。 

再び７ページの山梨地方最低賃金審議会の構成図を御覧ください。 

運営小委員会の横に特定最低賃金検討委員会があります。 

この特定最低賃金検討委員会は、各側２名の委員で構成され、今申し上げた特定最

低賃金の改正決定の必要性の有無について、労働局長から諮問がなされた後に、立ち

上げられ、特定最低賃金の改正の必要性について協議する委員会になります。 

その下には、地域最低賃金専門部会と特定最低賃金専門部会について記載がありま

す。 

１０ページ及び１１ページには用語の説明が記載されておりますので、参考として

御一読いただければと思います。 

  以上です。 

 

（反田会長） 

ただいまの事務局からの説明につきまして、何か御意見・御質問はございますか。 

 

【 議事（７） 特定最低賃金検討委員会の委員の選出について 】 

（反田会長） 

それでは、次に議事の（７）に移ります。 

特定最低賃金検討委員会の委員の選出について、事務局から説明をお願いします。 

 

（賃金室長） 

特定最低賃金検討委員会につきましては、既に御説明させていただきましたが、同
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委員会の委員につきましては、「令和２年度最低賃金改正等の推進について」によ

り、各側２名を選出し、会長が指名することとされています。 

検討委員会の委員につきましては、専門部会の委員とは異なり、委員の推薦に係る

公示を行い、関係労使から推薦をいただくという手続きは必要ありませんので、各側

で事前に委員の候補を調整いただき、会長に指名していただく流れとなります。 

今後、検討委員会の委員の選出につきまして、お取り計らいいただきたいと思いま

す。 

以上です。 

 

（反田会長） 

ただいま事務局から説明のありました特定最低賃金検討委員会の委員の選出につき

ましては、特定最低賃金改正に係る正式な申出を受けてから行いたいと思います。 

７月中には申出がある見込みですので、労働者側、使用者側、それぞれ２名の選出

の準備をお願いします。 

以上で予定された議事は終了しましたが、「その他」として、何かございますか。 

それでは、事務局からお願いします。 

 

（賃金室長） 

山梨県労働組合総連合から、６月３０日付けで、要請書と署名の提出がありました

ので報告させていただきます。 

お手元の追加配布資料の最後の２６ページを御覧ください。 

要請の主な内容は、「日本の最低賃金は、地域間格差が大きく、地方から若者が流

出している。人間らしい生活ができる最低賃金の水準と全国一律の最低賃金制度を求

める。山梨の最低賃金を今すぐ１０００円に引き上げ、さらに３年から５年で１５０

０円に引き上げること。また、最低賃金の引上げを円滑に実施するために、中小企業

に対する特別な財政措置を行うこと。」といったものになっています。 

署名につきましては、本日の資料には入れてございませんが、６３０人分の署名の

提出がございました。 

中央最低賃金審議会会長、厚生労働大臣及び内閣総理大臣に対する上申も求められ

ておりまして、上申に係る対応につきましては、事務局で対応させていただきますの

で、審議会の委員の皆様には、このような要請があったということを御承知おきいた

だきたいと思います。 

以上です。 

 

（反田会長） 

  ただいまの事務局からの説明につきまして、何か御意見・御質問はございます

か。 
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ないようでしたら、事務局から説明がありましたとおり、委員の皆様は、要請の件

について御承知おきください。 

他になにかございませんか。 

よろしいでしょうか。 

ないようでしたら、以上をもちまして、令和２年度の第１回山梨地方最低賃金審議

会を終了したいと思います。 

なお、本日の議事録の署名ですが、労働者側は白倉委員にお願いしたいと思いま

す。 

使用者側は、一之瀬委員にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

それでは、長時間お疲れ様でした。 

ありがとうございました。 

 

 

署 名 欄 

 

 

    公益委員                       

 

 

    労働者委員                      

 

 

    使用者委員                      

 


